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日本とキルギスの青年交流プロジェクト
【第１弾】ビジット・キルギス・キャンペーン

日本とキルギスの青年交流プロジェクト
企画：毎日エデュケーション

JKB（ジャポン・キルギス・ビリムディギ／キルギスにて財団申請中）
協力：キルギス観光業協会、トルコ航空 東京支店

運営事務局：株式会社毎日エデュケーション 事業推進室
電話:03-6267-4188 FAX: 03-3215-8293 e-mail: salam-kyrgyzstan@myedu.co.jp

100-0003 東京都千代田区一ツ橋1-1-1 パレスサイドビル9F

美しく連なる山々の景観と湖の国キルギス。天山山脈の峰々。見渡す限り広がる大草原とそこに暮らす遊
牧民。夏の間、湖の周囲には遊牧民が集まり、ほとりには遊牧民のテントであるユルタが立ち並びます。
キルギスは中央アジアの国の中でも珍しく砂漠は存在せず、緑が非常に豊かな国です。また美しい星空も
魅力です。天山山脈をはさんで南方の中国新疆ウイグル自治区、または、アラ山脈をはさんで北方のカザ
フスタンからやってくると、見渡す限り広がる大平原に感激するでしょう。「天山の真珠」と言われるイ
シク・クル湖では、湖畔一面に咲き乱れる花々が迎えます。また、日本人と最も近い民族とも言われ、顔
立ちなども日本人と区別のつかないくらいです。この夏、そんなキルギスとの交流プロジェクト「サラー
ムキルギスツアー」を実施します。日本語を学ぶキルギス人学生との交流やホームステイ体験、相互交流
に関するワークショップなども開催。もっと身近にキルギスを感じてください。
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KAZAKOV DANIYAR 

キルギス旅行協会より、そして私自身からも、キル
ギスの兄弟と言われる日本国民の皆様に心からご
尊敬申し上げます。そして、この度皆さんをキルギ
スの首都ビシュケク市とキルギスの真珠といわれる
イシククリ湖にご招待できることを光栄に思っており
ます。特に、日本を代表してお越しになる皆さんに
キルギスのホスピタリティーをお見せできることを楽
しみにしております。
今回のビジットキルギスキャンペーンは、きっと両国
の友好関係に貢献できるプロジェクトになると思い
ます。昔からホスピタリティーとおもてなしさの心を
持つキルギス人にとって、一番の贈り物は「お客
様」です。今回、キルギスに来てくれる皆様は、私
たちにとって一番の贈り物なのです。
ようこそキルギスへ！

JICA
KOICHUMANOV TALAIBEK

キルギスと日本は長年の友好関係の歴史がありま
す。日本は援助国としていつもキルギスを支援し
てくれた国です。そして、今回はキルギスにそんな
友好国よりお客様を招待できるとのこと非常に光
栄に思っております。
緊張するニュースから目の離せない日が続く中、
被災地のために何が出来るかを考え、毎日過ごさ
れていると存じます。特に日本の現状を乗り越えて、
明るい未来を創ろうとしている日本の若者に心か
ら尊敬申し上げます。若者は国の未来であるとい
うことを忘れてはいけません。
キルギスに来てくれる日本の若者を首を長くして
お待ちしております。そして、きっとキルギスでたく
さん良い思い出を作って帰ることを願っております。
ようこそキルギスへ！
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帰国後、キルギス訪問者報告会を開催します。
各自訪問レポートや映像など訪問記録をウェ
ブ上でアップした上で、振り返り勉強会に参加
していただきます。



ジャーナリスト佐藤慧と行く
「サラーム・キルギス・ツアー 2011 夏」
～共に歩むアジアの未来～

企画 ：毎日エデュケーション／ JKB（財団法人ジャポン・キルギス・ビリムディギ）
協力 ：キルギス観光業協会、トルコ航空東京支店　　期間 ：2011 年 8 月 19 日（金）～ 8月 27 日（土）成田着

東日本大震災が発生した時、佐藤さんはアフリカで取材中でした。ご両
親が住む陸前高田の町が津波に襲われる映像を見て、急遽帰国。震災か
ら約1週間後、お父様の無事が確認されました。震災の日、勤務していた
陸前高田の病院とご自身が、高さ20メートルを越す大津波に呑まれる
瞬間を、お父様は撮影していました。　そして、１ヶ月後、お母様の死が
確認されました。

一方、震災直後、佐藤さんの仲間達が陸前高田市の復興支援を行うNPO
「みんつな」を立ち上げ、佐藤さんも、「みんつな」の共同代表として、支
援活動と取材活動を続けています。

今回、サラーム・キルギス・ツアー主催のキルギス側から「東日本大震災
の被災者または被災地支援活動をおこなっている若者を招待したい。
現地でキルギスの若者たちに、震災や支援活動について話してほしい」
という申し出があったので、佐藤慧さんにお話したところ、快諾してく
ださり、今回の｢ジャーナリスト佐藤慧と行くサラーム・キルギス・ツ
アー2011年夏/8月19日出発｣の実現となりました。

佐藤慧さんと一緒にキルギスを体験したい方、そして、この出発日程が
ご都合の良い方も、是非、8月19日出発の「サラーム・キルギス・ツアー
2011年夏」ご参加ください！

佐 藤 慧 さ ん か ら の メ ッ セ ー ジ

せん。キルギスの人々はその容姿も日本とよく似ており、昔に遡れば
キルギス人と日本人は兄弟だったという話も残っているほどです。
震災発生直後に緊急援助物資として、キルギス政府が宮城県に大量の
水を送ったことは余り知られていません。自国の政局も安定しないな
か、遠く離れた日本に心を寄せてくれるキルギスの人びと。
家族が被災し、今後も復興支援に携わるひとりの人間として、僕はキ
ルギスの人びとに感謝の言葉を伝えに行きたいと思います。今後も末
永く、国境を超えて活発に交流が行われることを願っています。

佐 藤 慧 さ ん の プ ロ フ ィ ー ル

大阪芸術大学音楽学科中退。世界を放浪。2007年に初アフリカ訪問。ケニア
とタンザニアを旅する。その後、アメリカのNGO職員としてザンビアでは
HIV/AIDSや公衆衛生、中南米ではボランティア教師として働く。2009年、
ザンビアでは学校建築プロジェクトを立ち上げ完遂。現在は、フィールド
エディター/ジャーナリスト（studioAFTERMODE所属）として、ザンビア、
コンゴ民主共和国を中心に取材。東日本大震災で、両親の住んでいた町、岩
手県陸前高田市の復興支援を行っている。震災で、最愛の母を失った。

2011年8月19日（金）～8月27日（土）
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あの津波から、たった一本残った「希望の松」

キルギスという国をご存知でしょうか？
中央アジアに位置する小さな国が実は日本と繋
がっているなんて、想像も出来ないかもしれま

「サラーム・キルギス・ツアー2011夏」 8月19日出発の回に、ジャーナリスト佐藤慧さんの同行が決定しました！佐藤慧さん（studioAFTERMODE所属）
は、フィールド・エディター/ジャーナリストとしてアフリカを中心に取材。各地で講演や写真展を行うなど、ジャンルを超えて活躍されています。
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360度、どこまでも続く瓦礫の平野




